
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

とちぎ市民活動推進センターくらら情報紙 VOL.204 
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10 

くららの SNS 

Facebook Twitter Instagram 

 レポート  蔵の街高校生ボランティアスクール 

レポート  Youth Action Meeting ～高校生たちの探究と地域活動の発表会＆交流会～ 

今年度は地域づくりや SDGs につながる活動を増やして、29 名の高校生たちが地域で活動しました💪 

◯とちぎおもちゃ図書館【おもちゃで子どもと交流】◯大宮公民館【サマーフェスティバル・こども寺子

屋で子どもと交流】◯太平少年自然の家【YMCA キャンプで子どもと交流】◯栃木図書館・大平図書館

【図書館業務】◯渡良瀬遊水地ハートランド城【渡良瀬遊水地の学習・ヨシ灯りづくり】◯嘉右衛門町伝

建地区拠点施設【味噌工場跡地活用のための整理作業】◯寺尾公民館・栃木市地域おこし協力隊【寺尾子

どもフェスティバルの運営・出流そばをイチから作ろうプロジェクト】◯こどもカフェ みんなの樹【子ど

も食堂の運営】◯嘉右衛門町伝建地区拠点施設ガイダンスセンター・おうるび【浴衣で街歩きを楽しむ PR

動画制作】◯ぬい農園・パーラートチギ【ホウキモロコシ畑の草とり・箒づくり体験】 

地域づくりや SDGs につながる学習・活動の成果発表とグループワークで認識と意欲を高め合いました💪 

◯栃木農業高校農業環境部地域デザイン班「耕作放棄地から幸作箒地へ（伝統工芸×有機農業による箒づくり）」 

◯開智未来高校 2 年生「HLGs プロジェクト～渡良瀬遊水地版 SDGs 作成に向けて～」 

◯栃木翔南高校 2 年生（3 名）「飢餓に対してできること / 竹を活かす / 世界の教育格差」 
参加生徒 10 名 

はじめよう SDGs② 

ジェンダー平等を実現するには？ 



助成金情報 
 

  

一般財団法人 セブン-イレブン記念財団 

環境市民活動助成 

セブン-イレブンの店頭募金を通して、 

地域の環境市民活動を支援する助成制度です。 

対象事業：自然環境保護や生物多様性の保全、 

気候変動対策、脱炭素化をめざす取り 

組みなど、市民主体の環境活動 

対象団体：環境活動を行っている国内のNPO 

法人、一般社団法人、任意団体 

助 成 額：上限 100 万円 

対象期間：令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日  

応募締切：令和 4年 10月 31 日（月） 

問 合 せ：セブン-イレブン記念財団 

TEL 03-6238-3872  

FAX 03-3261-2513  

E-mail oubo.23@7midori.org  

 

中央労働金庫 

中央ろうきん助成制度 

誰もが生きるたのしみと、働くよろこびを享受 

できる地域社会の創造に向けて、生活者・労働者 

の視点に立ち、参加や協力をベースとしたユニー 

クで新しい試みやチャレンジを応援します。 

対象事業：“ひと・まち・くらし”づくりに役立つ 

発想豊かな事業・活動や多様な働く 

場・機会の創出のための事業・活動 

対象団体：非営利法人で設立後 1事業年度経過 

していること 

助 成 額：上限 50万円 

対象期間：令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日  

応募締切：令和 4年 10月 31 日（月） 

問 合 せ：中央労働金庫  

TEL 03-3293-2048  

E-mail npo@chuo-rokin.or.jp 

公益財団法人 キリン福祉財団 

キリン・地域のちから応援事業 
 

地域に根づく福祉活動として、地域やコミュ二テ 

ィを元気にするさまざまな活動を応援します。 

対象事業：共生社会の実現を願い、地域における

障害児・者、高齢者、子どもなどの 

福祉向上に関わる幅広い活動 

対象団体：4名以上のメンバーが活動する団体 

（法人格の有無および活動年数は問わ 

ない） 

助 成 額：上限 30万円（総額 4,500 万円） 

対象期間：令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日  

応募締切：令和 4年 10月 31 日（月） 

問 合 せ：キリン福祉財団  

TEL 03-6837-7013  

FAX 03-5343-1093  

E-mail fukushizaidan@kirin.co.jp 

独立行政法人 国立青少年教育振興機構 

子どもゆめ基金 

子どもの体験活動・読書活動を助成します。 

対象事業：自然の中でのキャンプや科学実験教室 

などの体験活動、絵本の読み聞かせ会 

などの読書活動など 

対象団体：社団法人、財団法人、NPO法人、 

法人格を有しない地域のグループ・サ 

ークルなど、青少年教育に関わる団体 

助 成 額：上限 100 万円 

対象期間：令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日  

応募締切：令和 4年 11月 29 日（火） 

問 合 せ：国立青少年教育振興機構 

TEL 0120-579081  

E-mail yume@niye.go.jp 



 登録団体からのお知らせ・イベント情報  

 

 

とちぎ生涯現役シニア応援センターぷらっと 
地域のつながりをつくる「子ども食堂」 

   大平地域包括支援センター 

   あったかとちぎ♥みんなのつどい～認知症の方とその家族を支えるために～ 

 

子ども食堂とそのかかわり方について学びませんか？  

日 時：令和 4 年 10 月 24 日（月）10：00～12：00（9：30～受付） 

内 容：「子ども食堂」とは、どのような場所で、なぜ必要なのか。また、シニアはどのようなかかわり方が

できるのかなど、子どもや若者に優しい地域社会をつくるために大切なことを学びます。 

講 師：昭和こども食堂／キッズハウス・いろどり 荻野友香里氏 

場 所：とちぎ健康の森 1 階大会議室  

対 象：概ね 50 歳以上の方（先着 50 名）  

申込み：HP 申込みフォーム・電話・FAX からお申込みください。【申込締切：10 月 21 日（金）17 時】 

問合せ：とちぎ生涯現役シニア応援センターぷらっと TEL 028-623-1291 

 
    歌麿を活かしたまちづくり協議会 

  第 11 回歌麿まつり～歌麿の愛したまちとちぎ～ 

認知症の方、認知症が心配な方、介護されている方など…日々の思いを語り合いながら、 

認知症について学びませんか？ 

日 時：令和 4 年 11 月 8 日（火）・11 月 15 日（火）10：00～11：30（9：30～受付） 

内 容：【1 日目】正しく知ろう認知症【2 日目】認知症になっても安心して暮らせるまちへ 

場 所：ふるさとふれあい館 研修室  

参加費：無料（先着 20 名） 

申込み：電話または窓口にてお申込みください。※2 日間で 1 つの講座となっています。 

【申込締切：10 月 28 日（金）】 

問合せ：大平地域包括支援センター TEL 0282-43-9226 

 

 

 

 

 

 

 

歌麿の最高傑作と評される「深川の雪」「品川の月」 

「吉原の花」三部作は、歌麿が栃木に滞在し描いたと

いわれています。歌麿と深い縁のある栃木へようこそ。 

日 時：令和 4 年 10 月 15 日（土）～ 23 日（日） 

内 容：歌麿道中や様々な催しを開催します。 

場 所：蔵の街とちぎ 

（蔵の街大通りを中心とした街中周辺）  

問合せ：歌麿を活かしたまちづくり協議会 

TEL 0282-21-2573 

 

 

 

 

 

詳細はこちら 

 

 

 

NPO 法人 栃木おやこ劇場 

  わたしとわたし、ぼくとぼく 

地域のすべての子どもたちに豊かな文化環境を整えて 

いくためのアート体験プログラム事業の第 3 弾！ 

日 時：令和 4 年 10 月 10 日（月）14：00（13：30 開場） 

内 容：LGBT がテーマの舞台鑑賞会 

場 所：とちぎ岩下の新生姜ホール 大ホール  

参加費：一般前売り 2,500 円／当日 2,800 円 

    子ども前売り 1,000 円／当日 1,300 円（18 歳 

まで） 

問合せ：栃木おやこ劇場 TEL 0282-21-8776 

 

 

 

 

 

詳細はこちら 

 

 

 



開館時間 月～土 10：00～21：00 日・祝 10：00～17：00 

休館日 水曜日・年末年始  

〒328-0016 栃木県栃木市入舟町６-８ キョクトウとちぎ蔵の街楽習館内 

TEL 0282-20-7131 FAX 0282-20-7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 

この前、ハッシュドポテトをつくってみました。食べてみると、なぜか餅のような食感になってしまっていました。

ジャガイモを大根おろしのようにすりおろしたので、違う食感になってしまったのかも。これはこれで美味しかっ

たのですが。あの独特の食感を出すためには、粗めに削る必要があったよう。再チャレンジしたいなー。（大塚） 

 

とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、 

さまざまな分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集・発信の場として活用されています。 

※くららは、NPO法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

 

はじめよう SDGs② ジェンダー平等を実現するには？ 

皆さんは、ジェンダーについて考えたことはありますか？ 

ジェンダーとは、ベネッセ教育情報サイトによると、男性と女性の社会的・文化的な役割の違いによって生

まれる性別のことです。「男性は外で働く」「家事は女性の仕事」といった性別による先入観が社会的・文化的

に当たり前になっていると、さまざまな不平等や理不尽が生まれます。 

現在、このジェンダーに関して様々な問題が起こっています。 

 

途上国では 15歳以下の 9人に 1人が結婚させられ、学習機会が奪われ将来の選択肢が狭まる、早すぎる妊

娠が身体への大きな負担になることなどが課題です。この人数は過去 10年間で減少傾向にありますが、新型

コロナウイルスにより学校が閉鎖、家庭が経済的な影響を受け、早すぎる結婚が再び増えるおそれがあるそう

です。「NHKウェブサイトより」 

日本では、政治や企業で女性のリーダーが少ないことから、世界の男女格差のランキング 2021 年において

165 カ国中 120 位で、先進国の中で最低レベルでした。 

身近なところでは、自分自身の考えと言動が誰かを傷つけているかもしれません。例えば、青や黒のランド

セルを女の子が背負うのは変だと無意識に感じたり、親が単身赴任だと聞くと「お父さん」だけをイメージし

たりしたことはありませんか？このように無意識に偏見を抱いたり思い込んだりしてしまうことを『アンコン

シャス・バイアス』といいます。誰もが潜在的に持っている思い込みによってその人を否定したり、可能性や

自由を狭めたりすることもあります。 

上記の他にもジェンダーの様々な課題があります。これらを解決するために、SDGs では５番目の目標に『ジ

ェンダー平等を実現しよう』を掲げ、“男女平等を実現し、すべての女性と女の子の能力を伸ばし可能性を広げ

よう”という目的の実現のための、具体的な目標と方法がしめされています。 

では、達成するために私たちが出来ることは何でしょうか？まずは、世界でどのようなジェンダー問題が起

こっているのかを知ることです。また、今回紹介した途上国の問題を解決するには、ユニセフでの寄付やボラ

ンティアがあります。そして、自分自身や身の回りのジェンダーについて考えたり話し合ったりして、気づい

たことがあれば変えてみることも第一歩です。 

今回紹介した SDGs の『ジェンダー平等を実現しよう』では、世界的な合意が得られていないため LGBT に

関する目標が無いことが指摘されています。次回は、SDGs と LGBT について紹介したいと思います。 

★10月 10日に開催される栃木おやこ劇場の舞台は「LGBT、ジェンダー、多様性」がテーマです。関心のあ

る方はぜひ足を運んでみてください。【詳細は 3面へ】 

ジェンダーって何？ 

 

様々な課題 

私たちには何ができる？ 

国際連合広報センター：SDGs5 番目の目標アイコン 

阿久津 

編集後記 

http://www.kurara-tochigi.org/

